
西
友
鴎
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
医
学
史
』
（
富
士
川
辨
著
）
お
よ
び

『
近
世
漢
方
医
学
史
』
（
矢
数
道
明
著
）
に
「
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
、

曲
直
瀬
道
三
、
二
十
二
歳
の
と
き
遊
学
の
志
を
立
て
、
肥
後
の
人
西

友
鴎
と
共
に
東
行
し
て
、
下
野
の
足
利
学
校
に
入
る
」
と
あ
り
、
ま

た
『
日
本
医
譜
』
（
宇
津
木
益
夫
著
）
に
略
伝
が
出
て
い
る
の
桑
で
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

演
者
は
さ
き
に
『
漢
方
の
臨
淋
』
三
十
周
年
記
念
第
三
十
巻
十
二

号
に
「
西
友
鴎
と
そ
の
一
門
に
つ
い
て
（
第
一
報
）
」
と
題
し
て
発

表
し
た
が
、
今
回
こ
れ
に
、
い
さ
さ
か
考
証
を
加
え
報
告
す
る
。

友
鴎
は
、
西
家
の
医
祖
で
あ
る
。
西
氏
歴
代
の
こ
と
は
『
小
倉
市

誌
』
の
西
氏
家
系
お
よ
び
家
譜
に
よ
る
と
、
父
祖
は
代
々
、
肥
後
八

代
郡
山
鹿
の
城
主
で
あ
っ
た
。
そ
の
先
は
阿
蘇
氏
で
あ
る
。
中
古
の

時
、
阿
蘇
氏
よ
り
二
家
に
分
れ
て
西
氏
、
東
氏
と
称
し
た
。
の
ち
に

ま
た
二
家
に
分
れ
て
菊
池
氏
、
赤
星
氏
と
な
っ
た
が
、
そ
の
一
族
は

曲
直
瀬
道
三
の
学
友
・
西
友
鴎
に
つ
い
て

木
下
勤

い
ま
も
阿
蘇
の
神
職
を
務
め
て
い
る
。

西
氏
数
世
の
孫
を
友
鴎
と
い
う
。
字
は
元
閑
、
可
竹
軒
と
称
し
、

の
ち
蓬
月
斎
を
後
陽
成
帝
よ
り
賜
わ
る
（
後
述
）
。
生
年
、
没
年
は

不
詳
で
あ
る
が
、
肥
後
八
代
郡
に
生
ま
れ
た
。
幼
い
頃
か
ら
抜
群
の

資
質
が
あ
り
、
初
め
左
衛
門
督
を
称
し
、
薩
摩
島
津
氏
の
将
、
三
船
宗

よ
し
あ
き

連
と
戦
い
、
敗
れ
て
豊
後
府
内
に
走
り
、
大
友
義
鑑
を
頼
り
、
豊
後

浦
の
浜
に
寓
し
、
剃
髪
し
て
友
鴎
と
号
し
た
。
次
い
で
肥
前
平
戸
に

赴
き
、
つ
い
に
明
国
に
渡
り
、
居
る
こ
と
七
年
、
福
州
遠
台
閣
に
就
い

て
儒
学
を
修
め
、
雲
林
巽
廷
賢
に
就
い
て
医
学
を
学
び
、
ま
た
霊
符

鎮
宅
の
法
を
伝
え
ら
れ
て
帰
国
す
る
。
し
ば
ら
く
は
大
友
氏
に
寄
寓

し
て
い
た
が
、
の
ち
足
利
学
校
に
赴
き
儒
道
を
講
ず
と
あ
る
・
こ
の
時

が
お
そ
ら
く
前
述
の
『
日
本
医
学
史
』
お
よ
び
『
近
世
漢
方
医
学
史
』

の
中
の
曲
直
瀬
道
三
略
伝
お
よ
び
年
譜
に
あ
る
「
享
禄
元
年
（
一
五

二
八
）
曲
直
瀬
道
三
、
肥
後
の
人
西
友
鴎
と
共
に
足
利
学
校
に
入

る
」
で
あ
ろ
う
。
友
鴎
は
、
足
利
学
校
に
逗
留
す
る
こ
と
数
年
、
の

ち
下
野
古
河
に
至
り
さ
ら
に
医
学
を
田
代
三
喜
に
師
事
し
た
。
そ
し

わ
か

て
一
渓
道
三
は
、
友
鴎
よ
り
少
し
、
故
に
之
に
兄
事
す
と
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
友
鴎
は
道
三
と
共
に
田
代
三
喜
に
入
門
し
て

い
る
。
友
鴎
は
明
に
お
い
て
す
で
に
、
当
時
の
名
医
蘂
廷
賢
に
つ
い
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て
学
ん
で
い
て
、
し
か
も
道
三
よ
り
年
長
で
も
あ
っ
た
関
係
で
、
先

輩
格
と
し
て
共
に
勉
学
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

業
を
終
え
た
友
鴎
は
、
織
田
信
長
に
従
っ
て
京
へ
入
る
と
あ
る
。

信
長
が
は
じ
め
て
上
洛
し
た
の
は
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
二
月
、

道
三
が
京
都
へ
帰
っ
た
の
は
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
で
あ
る
の

で
、
友
鴎
は
道
三
に
遅
れ
る
こ
と
一
四
年
に
し
て
、
京
都
へ
入
っ
て

い
る
。
京
に
在
る
こ
と
－
年
あ
ま
り
、
正
親
町
天
皇
勅
し
て
、
禁
庭

に
友
鴎
を
し
て
論
語
、
中
庸
を
講
ぜ
し
め
た
。
た
ま
た
ま
進
講
中

に
、
中
宮
が
急
病
に
か
か
ら
れ
た
時
、
友
鴎
が
引
倫
診
脈
（
糸
脈
）

し
て
薬
を
献
上
、
奇
効
を
奏
し
て
即
治
し
た
。
そ
れ
が
機
縁
と
な

り
、
名
声
都
下
に
聞
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

永
禄
の
御
代
は
、
天
下
争
乱
の
時
代
で
、
王
室
は
式
微
し
、
天
皇

は
即
位
の
礼
を
行
う
に
当
っ
て
、
用
度
閾
乏
し
て
ほ
と
ん
ど
大
典
も

で
き
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
憂
え
た
友
鴎
は
、
織
田
信
長
、

大
友
宗
麟
に
説
い
て
、
そ
の
資
金
を
献
上
さ
せ
た
毛
利
元
就
も
、

こ
れ
を
聞
い
て
金
帛
を
献
上
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
即
位
の
儀
整
う

て
行
わ
れ
、
朝
廷
は
こ
れ
を
嘉
賞
し
、
官
に
任
ぜ
ん
と
し
た
が
、
固

辞
し
て
た
だ
別
号
を
賜
わ
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
す
な
わ
ち
蓬
月
斎

の
号
を
賜
わ
る
。
そ
し
て
五
位
の
上
座
で
、
と
く
に
直
衣
白
袴
を
着

る
こ
と
を
許
さ
れ
た
（
直
衣
白
袴
は
通
常
で
は
無
官
の
者
に
は
許
さ

れ
な
い
服
装
）
。
老
い
て
ふ
た
た
び
、
肥
後
八
代
に
帰
り
山
中
に
住

む
。
人
承
な
神
仙
と
な
し
て
尊
敬
し
た
と
い
う
。

ち
な
象
に
、
友
鴎
の
子
一
鴎
は
、
祥
寿
院
を
賜
わ
り
、
法
印
、
大

蔵
卿
、
典
薬
頭
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
喬
は
、
世
を
豊
前
小

倉
藩
の
筆
頭
藩
医
と
し
て
栄
え
、
明
治
維
新
ま
で
続
い
た
名
家
で
あ

〉
○
。

（
福
岡
県
京
都
郡
）
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